
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 35 （回答者数） 30

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

○プログラムの内容が異なったり、決まるまでに時間が要することが多い為、

余裕をもった行動・調整が必要と感じる

○楽しみながら取り組める事を増やしていけるようにしていく

○外部講師の導入の検討

2 ○引き続きInstagramで、活動を発信していく

3
○日頃からの関わりを大切に信頼関係を築き、安心できる環境づくりの継続

○たくさんの経験・活動を通して、達成感を味わい、自信に繋げていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ○情報共有を行い、連携して支援を行っていきたい

2 ○情報収集を行い、交流の場を検討していく

3 ○保護者様からのご要望が多数あがれば、保護者会開催を検討する

○プログラム活動の5領域を示した内容や様々な内容で活動支援

　利用日には5領域の内容の活動に参加できるように調整

○様々なプログラム

○プログラムは、月毎に曜日担当制

○内容は、曜日の担当者が決めておりお互いアドバイスし合うなど取り組ん

でいる

○様々なプログラムを行い、多方面からアプローチしている

○集団活動プログラムや個別支援活動
○Instagramで、活動を発信

○個別に保護者様へ写真を送っている

○子供たちが通所を楽しみにしてくれている。

○保護者様にも事業所の支援を喜んでいただいている。

○子ども達が安心し過ごせる環境や雰囲気作り

○「楽しい・嬉しい・できた」をたくさん感じ、一緒に達成感を味わう

○保護者様の対応力の向上を図るためのペアレント・トレーニングなどの支援

を行うことができていない
○事業所主体でのペアレントトレーニングを実施する機会がない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○地域連携

○関係機関連携
○クリニックや療育センター等、併用先との情報共有の場が少ない

○地域交流
○どのように進めればいいか方法が難しい

○外部機関と繋がる体制づくりの時間の確保が難しい

令和8年2月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 クレールハウス垂水教室

○保護者評価実施期間
令和8年1月8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


